
令和５年度１学期始業式（令和５年４月10日） 式辞（要旨） 

 

皆さん、おはようございます。 山根前校長先生の後任として、着任しました上出 正彦と申します。どうぞよろしく

お願いします。本校は今年で創立１００周年を迎えます。歴史と伝統の重みを感じながらの着任となりました。 

 

さて、いよいよ令和５年度の始まりです。日も長くなり、すっかり春めいてきました。新型コロナ感染症もそろそろ出

口が見えてきました。みなさん春休みはどうでしたか。部活、勉強、友人との遊びなどがあったのではないかと思います

が、何よりも元気に始業式に来ていることが一番です。新しいクラスとなり、これまでとは違う環境の中での学校生活が

始まります。 

新年度のスタートにあたって一つお話をします。それは、イソップ物語にある一節「旅人の話」です。 

 

ある町がありました。 一人の旅人がその町にやってきました。 

町の入り口の門のところに一人の老人が座っていました。 

旅人は聞きます。「この町はどんな町？」 

おじいさんは聞きます。「あなたが今までいた町はどんな町でしたか？」 

旅人は答えます。「いやあ、前にいた町は嫌な人ばかりでろくな町じゃなかったよ」 

それを聞いたおじいさんは答えます。「そうですか、この町もあなたが前にいた町と同じ町です」 

また別の日に旅人が来ます。「おじいさん、この町はいったいどんな町ですか？」 

おじいさんは聞きます。「あなたが今までいた町はどんな町でしたか？」 

旅人は、「私が今までいた町は、すばらしい町で、人々は親切で、あんなにいい町はありませんでした」 

おじいさんは答えます。「そうですか、この町もあなたが前にいた町と同じ町です」 

 

先に訪れた旅人には、ろくでもない町、次に訪れた旅人には、いい町とおじいさんは答えますが、2人の旅人が訪れた

町は同じ町です。皆さんはこの物語から何を感じますか。 

 

この物語が伝えたいことは、環境というものは「その人の心が決める」ということです。“心の持ち方” “考え方”

が、いかに大切かを考えさせられるお話です。 

つまり、その人がいつも周りに対して、感謝しているか。それとも、いつも不平・不満を言っているかということで

す。同じ環境でもあなたがどう考えるかによって、楽しく充実した日々を送るか、苦痛の中での日々となるかというこ

とです。･･･この違いを高校３年間続けると、歩む人生に大きな差が生まれてきます。 

環境は人の心がつくります。皆さん、協力して仲良く、楽しいクラス、楽しい学校にしていきましょう。皆さんひとり

ひとりに秘められた素晴らしい能力は、誠実にそして楽しみながら取り組む中で、大きく開花します。抑圧やいがみ合い

の環境下では、大きな成長は期待できません。 

 

相手の気持ちを理解してこそ、自分の為すべきことが見えてきます。社会マナーやルールは、「思いやり」の精神をも

つことで十分に守れるはずです。他人を思いやり、親切な行動をとれば、光が鏡に反射するように、自分にもどってくる

ものです。自分を大切に、他者を大切にして互いに高めあっていきましょう。 

以上、令和５年度 第１学期 始業式の「式辞」とします。 

 

                     令和５年４月１０日  兵庫県立高砂高等学校長  上出 正彦 


